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就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

地域連携活動の概要

事業所番号

管理者名

対象年度

事業所名 スタジオニクロム

住　所 京都市中京区油小路通六角下ル六角油小路町317粉川ビル2F

2610381101

鬼塚　慎一

令和5年度電話番号 075‐746‐5720

連携先の企業等の意見または評価

連携先企業名 有限会社　時代工房 担当者名 黒木

株式会社スタジオニクロムさまは、創業の2004年以降、共同開発した「地方議会議員・候補者向けサービス『政助』」及び

「循環企業向けパッケージ」のメンテナンスをしていただいております。弊社の制作体力に不足がある際は、スタジオニクロ

ムさまのスタッフのお力を借りることも多く、弊社にとってなくてはならない存在です。

【実施した結果】「循環企業向けパッケージ」において試験的に死活監視システムを導入しました。

10分ごとにプログラムによる自動処理を走らせ、ウェブサイトが、リクエストの成功を返すかどうか

を確認します。次年度以降、「政助」にも適用を検討しています。「政助」においてはHTTPS（暗号

化通信）施行を強化しています。「政助」も「循環企業向けパッケージ」もWordPressを利用してい

るため、HTTPSの有効化は有為です。

【得られた成果】「循環企業向けパッケージ」の死活監視の導入により、トラブル

発生時にいち早く対応できるようになります。「政助」については「政助」導入時

の自由度を見直し、なるべく柔軟にお客様の要望にお答えするようにしました。

【課題点】「政助」「循環企業向けパッケージ」ともに昨年度の課題である「次世

代型」への移行が道半ばになっています。死活監視の導入など、堅牢性を高めてい

くと同時に、次世代型の可能性の模索も続けていくように考えています。

【活動場所】スタジオニクロム内です。活動内容が情報技術系ですので、物理的な

束縛がありません。やりとりはメール等で行い、必要に応じて連携先である有限会

社時代工房様（以降「時代工房」）のスタッフが来所し、打ち合わせを行いまし

た。

【実施日程】2013年以降、年数回の会合及び作業を共同で行なっております。

【実施した生産活動の概要】連携先である時代工房はウェブサイト製作と印刷物の

製作を行う製作会社で、2004年創業です。2013年にスタジオニクロムと共同で

「地方議会議員・候補者向けウェブサイト作成サービス『政助』」を開発し、以

降、セキュリティメンテナンスと機能向上を続けてきています。また、同様のパッ

ケージサービスとして、特に廃棄物処理事業者向けのウェブサイト作成サービス

「循環企業向けパッケージ」を2016年に時代工房およびNPO法人木野環境様（以

降「木野環境」）と開発しました。木野環境は、ISO 14001をはじめとする環境マ

ネジメントシステムの導入支援を行う会社で2001年創業です。「循環企業向けパッ

ケージ」についても、開発以降、時代工房および木野環境と協力して、セキュリ

ティメンテナンスと機能向上を続けてきています。

【利用者数】「政助」の利用者は25人です。

「循環企業向けパッケージ」の利用者は6者（法人）です。いずれも2023年3月現

在。

【対象者にとってのメリット】技術力の向上と、あわせて経験を増すことができて

います。

【地域連携活動のねらい】ウェブ制作の豊富なノウハウを有する地元企業である時

代工房との連携活動を通じて、製品の品質を担保しつつ、スタジオニクロムの技術

力の底上げを目指しています。また木野環境は京都を拠点に20年にわたって循環企

業を顧客としてビジネス展開をしており、その営業力から循環企業向けパッケージ

の販路を提供いただいています。

【地域にとってのメリット】時代工房、木野環境ともにノウハウや技術力があって

も、労働力は足りていない状態です。スタジオニクロムが労働力を提供すること

で、よりノウハウを生かせる場面を増やすことが、連携先にとってのメリットであ

ると考えます。

様式１


